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令和４年度事業報告

＜令和３年度補正予算＞

◆全体総額３６兆円・・・・内、北海道開発予算 国費で１，５５１億円

①コロナ克服・新時代開拓のための経済対策

②防災・減災、国土強靱化のための５ヶ年加速化対策

＜令和４年度予算＞

①強靱で持続可能な国土の形成

⇒防災・減災、国土強靱化の強力な推進、

⇒ゼロカーボン北海道グリーン社会の実現に向けた施策の展開

②食と観光を担う生産空間の維持・発展

◆北海道開発予算 ＜金額；国費ベース＞

総額・・・・・・・・・・５，７０２億円（対前年比１００％）

一般公共事業費 ５，５８９億円（ 〃 １００％）

治山・治水 １，０２３億円（ 〃 １００％）

道路整備 ２，１８５億円（ 〃 １００％）

農業農村 ７９４億円（ 〃 １０１％）

森林整備 ５７億円（ 〃 １０３％）

◆受注状況

発注３官庁が発注し、正会員・準会員及びその他空知管内企業が受注した

当初契約額

⇒約４９９億円（対前年比９５．８％）

⇒その内、正会員が受注した額４７０億円（対前年比９４．６％）

＜当協会として＞ －上記予算執行を背景に－

□コロナ禍にあって予定していた殆どの事業を実施することが出来ました。

⇒広報・企画委員会：富士教育センターへの研修が中止

□「強靱な国土づくり及び地域の発展と住民生活の安全・安心の確保」のた

め、発注機関や関係部署と充分な連携と情報交換などを行い、建設業の

責務を果してきたところです。

□労働・交通災害防止に向け安全パトロールの実施、機会あるごとに安全第

一を呼びかけて参りました。
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—各委員会における事業の取り組み結果—

【総務委員会】

○新型コロナウイルス感染拡大の影響により、実施規模に変更が生じましたが、

予定していた事業についてはほぼ満足に実施することが出来ました。

○令和６年に迎える当協会設立７５周年記念事業については、準備委員会から

実行委員会に移行し、より具体的な規模･内容について検討して参りました。

○３月には「建退共電子申請方式説明会」６月「サイバー犯罪被害防止講習会」

９月「インボイス制度説明会」を企画し、対応が必須である各種制度や犯罪

被害の防止について、認識を深めて頂く講習を実施いたしました。

○継続課題や各委員会活動の所掌のため、各委員会からの報告を受けるなど協

会事業全般的な検討を進めて参りました。

【広報・企画委員会】

○地域創生フォーラムＸⅦについて

空知地域の経済活性化を図る目的で開催している、本フォーラムを１１月１

５日に岩見沢市内において開催しました。（参加者約２２０名）

本年は「地域社会の未来について」と題し、東川町長の松岡市郎氏と、三笠

ジオパーク推進協議会事務局長の下村圭氏に基調講演を行っていただきまし

た。

その後パネルディスカッションを開催し、荒木コンサルティングオフィス代

表 荒木正芳氏をコーディネーターとして、松岡氏、下村氏、空知総合振興

局長 白石俊哉氏に地域社会が人口減少と向き合うにはどうするべきかにつ

いて語っていただきました。

○経営塾研修について

新規入職者の確保や定着率向上のために先進的な取り組みを行っている新潟

の企業等、以下の２カ所へ出向き研修を行ってきました。

＜佐渡市役所＞

補助金等の制度を活用して新規の事業所の誘致を積極的におこない、官民の

連携で地域産業の活性化に取り組んでおり、参加者の地元公共団体への提言

等の参考となる事例を学ぶことが出来ました。
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＜小柳建設㈱＞

日本マイクロソフトと共同で DX を強力に推進するなど、建設業の抱える様

々な課題解決のために先進的な取り組みを多くおこなっており、具体的な事

例やそれを実施するにあたっての理念を学ぶことが出来ました。

○新入社員研修会について

４月５日に会員企業新入社員４１名が参加し開催いたしました。

本年より講師を荒木コンサルティングオフィス代表 荒木正芳氏にお願い

し、ビジネスマナーとあわせて建設業界についての基礎的な知識も学ぶこと

が出来る内容に変更して開催いたしました。

〇土木技術者入門講座について

会員企業各社に土木技術について専門に学んでいない普通科高校等出身者が

多く採用されている状況に鑑み、旭川市に本社を置く花本建設㈱より HCM

推進室長の宮川淳氏を講師に迎え、土木技術者の基礎知識について学ぶ場と

して昨年より開催しております。

本年は新入社員を中心とした２４名の会員企業職員が参加し、３日を１回と

して６月から１０月に月１回の全５回実施いたしました。

〇コーチング研修について

若手職員の離職を防止し定着率の向上を図るために、中堅以上の社員を対象

として部下のマネジメントやコミュニケーション等に関する研修を実施いた

しました。

㈱創成マネジメント常務執行役員の中村勝彦氏を講師に迎え、３月２８日と

２９日に同一の内容で開催し両日合わせて１３８名の参加をいただきまし

た。

○その他にも、「岩見沢農業高校との連携授業」、「現場見学会」、「重機写生会」、

「高校生によるインターンシップ」、「学校キャラバン」、「学校訪問」など多

岐にわたる事業を実施し、建設産業の魅力を発信すると共に入職促進に努め

て参りました。

【安全・労務委員会】

○交通安全・労働安全、暴力追放を目的とした建設産業安全大会を「全国安全

週間」準備期間前の５月２３日に開催し、各企業へより一層安全意識の啓蒙

・啓発に努めて参りました。また、発注者合同による建設現場パトロールを

実施し「安全第一」を周知してきたところであります。
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○労務研究会活動においては、労働条件改善に向けて労務賃金・労務管理・安

全衛生にかかる取り組みを進めて参りました。

中でも公共事業労務費調査の概要や重要性を認識して頂くため説明会・事前

相談会を実施し、適正な労働時間管理・賃金管理を行い、実態に即した労務

単価となるよう指導して参りました。

〇６月には北海道働き方改革推進センターにご協力いただき「働き方改革に関

する講習会」を実施し、時間外労働の上限規制やその対応についてご教授い

ただきました。

○安全衛生水準の向上を目的とした全国大会へ３年ぶりに委員を派遣し、最新

の安全衛生管理の成果について会員に報告を行いました。

【建設委員会】

○発注３官庁を対象としたと意見交換会を開催し、各会員から頂いた要望事項

の内容を委員会で整理しポイントを絞って協議を行い、今後の工事を円滑に

進められるよう議論を行って参りました。

（実施回数：札幌開建１回、札幌建管３回、空知振興局 農業１回）

○札幌建設管理部が令和２年度から実施している、「工事発注前三者検討会」

（目的：設計業務の成果の品質向上と効率性及び現実性）に施工者側代表と

して建設委員数名を派遣し、より質の高い設計・円滑な工事施工の実現に向

け協議して参りました。（実施回数：２回）

○災害対策として、札幌建設管理部と合同の防災訓練も継続して実施し、有事

における対応について再確認を致しました。

〇１１月には働き方改革（時間外労働の上限規制）に伴う勉強会を岩見沢労働

基準監督署の監督官をお招きし、労働時間の管理や特別条項の適用条件、例

外規定の考え方について意見交換を行いました。
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以上、各委員会の取り組みについて下記の１０項目を鑑み、それぞれの独自

性を活かし活動をほぼ当初計画どおり実施することが出来ました。

記

１ コンプライアンスの徹底に向けた取り組み

２ 入札・契約制度の改善に向けた提言と要望

３ 会員の経営体質強化に向けた人材育成への取り組み

４ 広報活動の充実と会員相互のネットワークの確立

５ 建設業経営効率化に向けた取り組み並びに設計、積算、施工の要望に

関する意見交換会の充実

６ 生産性向上に向けたＩＣＴ技術の普及

７ 労働災害・交通事故防止・暴力団対策の啓蒙・啓発活動の実施

８ 災害防止策の実施、緊急災害対応への実践活動

９ 各種研修事業の計画的実施並びに人材育成に伴う高校生現場見学会等

の継続的な実施

１０ 会員相互の親睦と融和に向けた事業の取り組み


